　 平成２７年９月１０日

 大阪府製本工業組合

（２７年９月期） 　理 事 会 議 事 録（案）
１．招集年月日　　平成２７年８月２７日（木）
１．開催日時　　平成２７年９月９日（水）午後６時３０分～８時１０分
１．開催場所　　大阪製本会館
１．理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法

理事数　２０人　　出席理事数　２０人（本人出席１５人、書面出席５人）
１．出席理事等の氏名　　
（本人出席）
岡本城夫、富塚宗寛、寺川務、松尾秀樹、田中尚寛、大塚保男、小野木基博、管東稔浩、金田英幸

齋藤晴治、平井一彦、松本正一、三木信二、山口仁史、横井邦章
（書面出席）
平田龍己、菊地雄一郎、中谷康宏、坂東光次、南幸次
（オブザーバー）　
欠席
１．議長の氏名　　岡本　城夫
１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

定款の規定により理事長、澤田政紀が議長に就任し、理事会の開会を宣言。
岡本理事長から次のとおり挨拶があった。

「全国大会、京都大会の参加有難うございました。

京都工組は派手にやりますね。
思うところは色々ありますが大会にかける京都工組の意欲と熱意を感じた次第です。

何とか形に表そうとする意気込みが感じられました。

あの様な感じのものは大阪では出来ないと思いました。仲間意識の強さを感じました。

世界で一番行きたい都市、市長さんの熱意もありましたが名刺交換をして頂きましたが名刺にも乾杯は日本酒でとの事が書かれてありました。

古き京都の伝統を守る為にビルの高さ規制などもされ、古き京都を守る対策により税制が減ることも覚悟の上でおこなう。すごい人だと思います。

一体となる決意、熱意を感じたところです。
一方、仲間が減って大変寂しい事です。

製本と紙工の巻頭言にも書きましたが、状況が状況なだけに引き時と考えたら此の時世ですのでそれも致し方ないと思います。

引いた時には冷たい目で見るのではなく暖かく見てあげて頂きたいと思います。

またやり抜くんだとの決意も良いと思います。

今、仕事が動き出しています。私の方にも何十万の数量の見積もりが入る様になっています。

残っているところに仕事が来ております。
この様な時代ですが、全力を挙げて頑張って頂きたいと思います。」
寺川副理事長兼専務理事から本日の書面出席は５名との報告があった。
第１号議案
第５６回全製工連全国大会「京都大会」開催模様等について
（参加総数：約３２０名、組合員約２３０名、来賓等約９０名、うち大阪工組参加数２４名）

寺川専務理事（副理事長）から、

「参加された皆さんからの感想をお聞きしたい。」
との発言があり、

各理事から、

・京都のおもてなしは素晴らしかったと思う。我が社のいっぴんから始まり、盛り上がりに気持ちが高揚した。
・我が社のいっぴん、おもてなし、京都らしいすごいな～と思った。
大阪で開催する時はどうおもてなしをすれば良いのかと思った次第。
・初めての参加だが目の保養になった。

京都市長の着物姿、タイムスリップしたような感じ。

次回の全国大会も是非参加したいと思った。

・結束が凄いと思う。大阪と大分感性が違うのか。従来分科会があったが今回は講演会。

内容はチョッと理解しがたいか。

製本は素晴らしい、残す人が素晴らしい等々。

・京都は個性がある。莫大な観光資源。大阪にもコテコテの資源があり、もっとコテコテを示したい。

講演会では本が好きやとの個性を使い切っていたと思う。
・各委員会からの現況報告、今回は良かったのではと思う。

深い報告、中味の濃い報告であった。

我が社のいっぴん展示は展示会場の問題と、もう少し見れる時間があれば良かったのではないか。

最後に寺川専務理事から、

「京都工組は人数の少ない中、あれだけの大会を成功させた。素晴らしいことだと思う。

大阪は２０２０年に候補になるかもしれない。その年は組合発足１３０周年（明治２３年創立）になる。」
との発言があった。

第２号議案
下請取引改善アンケートの回答状況について
事務局から資料に基づき報告。（回答状況資料は別添のとおり）
「下請取引改善アンケートにつきましては理事会での議論をふまえ一部内容を修正し、本年６月２６日（金）から７月２４日（金）までの約１カ月間実施致しました。
回答数は２５社（27.8％：９０社換算）であり、アンケート回答結果は資料のとおりであります。

（資料に基づき項目単位で説明）

なお今後の扱いですが全製工連の状況も見ながら理事会で検討をふまえればと考えておりますが、

全製工連の今後の取り組み（予定）でありますが、
◆悪質実態調査／取引改善事例調査」実施・関連業界、他業界の事例研究（2015.4）

◆悪質実態調査／取引改善事例集」の発行と説明会の開催（2015.10）

◆「アンケート調査ｖｏｌ．２」実施（2016.4）

◆「アンケート調査ｖｏｌ．２報告書」の発行（2016.10）
となっております。

また最終設問の「組合としてこの種問題について積極的に取組むべきだと思いますか」については、“思う”と“取り組むべきだが難しい”同数の回答となっております。

これらも含め、本日の回答資料に基づき議論をお願いしたいと思います。」
各理事から、
・取り組むべきだが（組合として）相手がある。余り第三者が介入するのは難しいのでは。

・メーンの御客様から云われれば仕方がない。納得できない事もあり“取引止めたろか”と思うが３割、４割を占めているお客様で有ればそうはいかないのが現状だ。

・シェアがあるところは仕方が無いと思う。社員も守らなければならない。

・万一、理不尽な事がおこった時に書面で必ず取っておかないと、後々会社との付き合いでまずい事になるのでは。
・メーンの取引先に云われると難しい。チョッと何か云うと直ぐ他の業者に見積もりを出せと言う。

・切ろかと思うことは沢山ある。どこから此の値段が出てくるのか理解に苦しむ。カスみたいな仕事だと断るがそれをするところがあるから値段が下がる。滅茶苦茶な所は断ることとしている。

・値段が安いのに我慢してやっていると何れ会社が持たなくなる。

・業界全体では法律を理解してやれれば良いが、個々によって違うので難しいのでは。

値引き交渉もある。一度見積もりでＯＫを貰っていてもその後値引き交渉をしてくる。

おかしいと思うが納得をせざるを得ないのが実態だ。

個々の付き合いによるが付き合いの濃い所は難しい。
・単価が安いので止めたが、１か月のトータル（売上合計）を見てくれと言われるが結局単価が安すぎるので切った経緯もある。

・そう云う所は皆で団結し切れば良いのでは。
・現状は印刷会社の都合で値段を決めてくる。
どのパターン（使用設備、作業工程など）でしようとも値段が変わらない、ひどい話である。

・大手の企業ではガイドラインを設けている。９５％が、己が襟を正せとのことで喧嘩出来るときに知識を得る。ガイドラインは必要である。ジャパンカラ―は印刷業者が基本の色を決めていることである。
お客さんからもう少し此の色を淡くとか言われる事があるが、デザイナーと現場で色を決めてしまう。

これはお客からの要望による刷りお直しを防御するとの意味がある。

色はデザイナーの主管なので客観的に色を決めてしまいたいとの事で（ガイドライン）刷り直しの防御対策である。この様な事（ガイドラインを定めること）も必要では。
・見積金額が出て協力するのが良いのか、製本業は時間の単価。やった結果が安すぎたら倒産する。

業界でも防御が必要であり、組合としての意志統一が必要である。
・しょうがないな～との感じ。先に見積もりを貰うのが多いが後に色々と云われる。
仲間仕事は納期ありきでやっている。

何かある時に下請法ではこうなっているがとか、チョッと一言云って引き受ける事も必要ではないかと思う。

・有り体に話をした方が良い場合も多い。
等々の意見があり、
富塚副理事長から、

「事例は個々の取引で解決を図るべきであり、取組みをするのであれば己が襟を正せとの周知を兼ねて大阪では進めていかなくてはならないし、個々の事例は組合ではなく各自で解決を図らなくてはならないのでは。」との発言があり、

寺川専務理事（副理事長）から、

「何らかの形で全製工連の動きも見ながら大阪独自の下請法の勉強会をするなど取組みを進めていきたい。」
との発言があった。

第３号議案
組合退会について

・㈱キノシタ　（代表：木下和美、西北支部、商印　）・・廃業

・丸高製本㈱　（代表：高廣俊夫、城西支部、書籍　）・・合併（㈱高廣製本、堺工場へ）

・㈲ユタカ　　（代表：合田美津男、城西支部、紙製品）・退会

以上やむなしとの事で全会一致了承となった。
第４号議案
その他

①委員会の活動状況について

◆組織活性化委員会（管東委員長、理事）
９月２日（水）“居酒屋のりを”で午後６時３０分から開催。

各支部の状況、シデの値段等の意見交換を実施。
◆安全技術委員会（南委員長、理事）

岡本理事長（担当役員）

・１０月にホリゾンン西コンサル社の個展に併せ講習会を予定。テーマは検討中。
・２８年１月、㈱此花社の個展に併せ講習会を予定。

　小物のメンテ、安全面を含めたテーマで検討中。

・他に組合の会館でやれるもの少人数でも出来る講習会を検討。

◆品種別専門部会

商業印刷製本委員会（山口委員長、理事）

９月３日（木）木下委員長の退任（廃業）に伴い役員会を開催。

後任に山口副委員長（理事）が委員長に井谷陽一氏（㈱イタニバインディング）が役員に選任された。
◆支部
・西北支部（管東支部長：理事）

１０月３日（土）午後６時３０分から経営者研修会&夕食会をホテル阪神で開催。

テーマはマイナンバー制度とキャリアアップ助成金等。

講師は社会保険労務士の桑野真浩氏。
募集人員（定員）は２０名。

理事の皆様もよろしければご参加下を。
◆五団体協議会（富塚副理事長）
９月１２日（土）午後６時からアークホテル大阪においてセミナーを開催。

テーマは「リーダのためのアンガーマネジメント研修」。

現在の当工組からの参加者は７名。

未だ参加ＯＫですのでご協力方よろしく。

最後に富塚副理事長から、

「全国大会（京都大会）参加お疲れ様でした。私達は翌日１日観光に参加致しました。

外国人の方大勢おられました。
伏見稲荷大社では外国人が行きたい場所京都ベスト１のノボリが立っておりました。

アジア系の外国人が大勢おられました。

観光が終わり布製かばんのメーカーである“一澤帆布”に参りました。
知恩院の前に店があり余り大きくない店ですが気が付けば１時間以上もおりました。

インターネットでの販売もしていますが、１９０５年（明治３８年）の創業で、一時相続問題で営業を休止していたのですが復活、現在は３つのブランドネーム（①信三郎帆布②信三郎かばん③一澤帆布製）で営業をしているようです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
材料は布製ですが色落ちをしても何十年ももつとの事でした。色々と勉強になりました。」
以上で理事会を終了した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：かばんの漢字は創作漢字で布に包です
別添資料
平成２７年９月９日

大阪府製本工業組合
下請適正取引に関するアンケート結果について
製本業界を取り巻く環境が厳しさを増すなか全製工連は業界の地位向上を図ることを目的に組合員企業の取引状況について現状を把握し製本業の取引慣行の改善にむけ施策を展開中であります。
これに伴い当工組においても理事会での検討を重ね“大阪の製本業界の現状”について調査をおこないました。アンケート収集期間は平成２７年６月２６日（金）～７月２４日（金）
回答数は２５社（27.8％：９０社換算）であり、アンケート回答結果は下記のとおりであります。

なお今後理事会で回答結果の検討をふまえ対処する事といたします。
記
【下請適正取引に関するアンケート回答：結果】
■貴社の主な取扱い製品・・複数回答あり（２５社）
	①書籍
	②雑誌
	③商印
	④紙製品
	⑤手帳
	⑥その他
	計

	１１
	８
	１２
	２
	４
	３
	４０件


注：その他は抜加工、ｗｅｂ受注など

■見積もり依頼について

１．見積もり依頼は仕様書（書面）で届きますか・・複数回答あり（２５社）
	全て書面で届く
	だいたい書面で届く
	メモ書で届く
	口頭で依頼がある
	その他
	計

	５（16.1％）
	１９（61.3％）
	２（6.5％）
	５（16.1％）
	０
	３１件


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：口頭で依頼がある時はＦＡＸで送ってもらう（１件）
２．見積金額を見積書で提出していますか・・複数回答あり（２５社）
	すべて見積書で提出
	だいたい見積書で提出
	メモ書きで提出（メール書面含）
	口頭で連絡　　
	その他
	計

	６（18.8％）
	１２（36.4％）
	８（24.2％）
	６（18.2％）
	１（3％）
	３３件


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：その他は見積もり依頼書に金額を記入し提出
３．見積書は自社独自のものを使用していますか・・複数回答あり（２５社）
	すべて自社見積書
	だいたい自社見積書
	だいたいメモ書き（メール書面含）
	顧客支給の見積書
	その他
	計

	８（29.6％）
	９（33.3％）
	７（26％）
	３（11.1％）
	０
	２７件


■発注時について（＊発注書を発行するのは本来発注業者の義務です）・・回答あり（２４社）
１．発注者から、発注時に下請け法の規則で定められた内容が記載された発注書を受取っていますか。
	○取引先（１２０１社）社のうち（３６２社）社から、下請け法に基づいた発注書を受取っている（30.1％）


【注：回答総数を合計していますが、内容は0％の所もあれば100％のところもあり区々で、取引先総数も違いますが回答総数
からみた数字を計上しております。】
２．発注書が無い場合どうやって発注されますか。またその割合はどの程度ですか・・回答あり（２４社）
	〇仕様書で発注（５９８社：74.3％））口頭で発注される（２０７社：25.7％）その他（　）


【注：回答総数を合計し％で表示しております。】
◆発注、仕様変更は口頭が殆どだが、受け付けず、必ずＦＡＸをもらうようにしている。見積もりも「今すぐ返事をして！」
と言われてもＦＡＸで送る。立場が弱い我々が口頭で受け答えをしてしまうと、言った、言わないでこっちに不利益を押し
付けられる。
◆前回見本に数量と希望納期を記入。
３．発注書には単価が明記されていますか。（後指値問題について）・・回答あり（２３社）

	○取引先（１０５１）社のうち（２６７）社は単価が明記されている（25.4％）


【注：回答総数を合計していますが、内容は0％所もあれば100％のところもあり区々で、取引先総数も違いますが回答総数からみた数字を計上しております。】
■発注後の内容（仕様、数量など）変更について

（＊発注内容が変更された場合、新たな発注書を発行するのが発注業者の義務です）
１．発注者から、仕様変更後の内容に基づく新たな発注書を受取っていますか。

	○取引先（１０８６）社のうち（３６１）社から、新たな発注書を受取っている（33.2％）


注：受け取っていません。

【注：回答総数を合計していますが、内容は0％所もあれば100％のところもあり区々で、取引先総数も違いますが回答総数
からみた数字を計上しております。】
２．仕様変更後、新たな発注書が無い場合は、どうやって発注されますか。それぞれ何社程度ですか。
	○変更後の仕様書（５５３：67.3％）社　　　○口頭で発注（２６９：32.7％）社　　　○その他（　　　　　）


◆ＦＡＸ及びメールで変更点のみ連絡。

３．仕様変更後の内容にもとづく新たな発注書には単価が明記されていますか。（後指値問題について）
	○取引先（１０３６）社のうち（２２１）社は単価が明記されている（21.3％）


【注：回答総数を合計していますが、内容は0％所もあれば100％のところもあり区々で、取引先総数も違いますが回答総数からみた数字を計上しております。】
■納品受領について

１．下請事業者に瑕疵の責任が全面的に無いと思われるのに全額（印刷・送料等）弁償したことは
	〇何度もある（１：4％）年間１～２回ある　（９：36％）　ない（１４：56％）


＊その他１（4）％：２～３年に一度
■支払い・集金について

１．下請法で定められている支払い期日の「６０日ルール」は守られていますか。

　　　（６０日ルール＝月末締めの場合は、翌月末支払い）

	○取引先（１１８６）社のうち（９３４）社は守られている（79％）


【注：回答総数を合計していますが、内容は0％所もあれば100％のところもあり区々で、取引先総数も違いますが回答総数からみた数字を計上しております。】
２．割引困難な手形を受取ることがありますか。

（支払期日が１２０日過ぎる手形が割引困難な手形といえる）


	○取引先（１０５８）社のうち（９２）社から割引困難な手形を受取っている。（8.7％）


⇒割引困難な手形を受取っている場合、売上の割合でいうと（回答はありませんでした）％
【注：回答総数を合計していますが、内容は0％所もあれば100％のところもあり区々で、取引先総数も違いますが回答総数からみた数字を計上しております。】
３．支払い時に「協力費（売り上げの数％値引き）・物品の購入依頼」などを強要された事がありますか

	ない
	たまにある
	毎月ある
	計

	６（26％）
	１２（52％）
	５（22％）
	２３社


■下請法について

１．下請法を知っていますか

	だいたい理解している
	少し理解している
	あるのは知っている
	まつたく知らない
	関心がない
	計

	９（38％）
	６（25％）
	７（29％）
	２（8％）
	０
	２４社


■組合としてこの種問題について積極的に取組むべきだと思いますか。
	思う
	思わない
	取り組むべきだが難しい
	計

	１１（46％）
	２（8％）
	１１（46％）
	２４社


＊必要を感じる
以　　上
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